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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第64期
第２四半期
連結累計期間

第65期
第２四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自　平成22年４月１日 
至　平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 11,333,097 12,413,463 25,307,222

経常利益 (千円) 56,286 211,400 455,114

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失（△）

(千円) △23,937 124,887 163,006

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △57,268 126,988 141,523

純資産額 (千円) 6,143,662 6,405,476 6,310,309

総資産額 (千円) 14,978,684 15,858,797 17,202,282

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は四半期純損失金
額（△）

(円) △3.78 19.71 25.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.0 40.4 36.7

営業活動によるキャッシュ・フロー　  
（千円）

△880,080 △599,888 △290,866

投資活動によるキャッシュ・フロー　  
（千円）

△7,013 △17,753 41,201

財務活動によるキャッシュ・フロー　  
（千円）

△31,836 18,053 △64,225

現金及び現金同等物の四半期（期末）  　
残高（千円）

2,008,888 2,011,017 2,609,606

　

回次
第64期
第２四半期
連結会計期間

第65期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成22年７月１日 
至　平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.77 18.17

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第64期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容に変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年９月30日）におけるわが国経済は、東日本

大震災および原子力発電所の事故に伴う電力供給問題等により企業の生産や輸出の減少が懸念されまし

たが、サプライチェーンの復旧が進み、持ち直し傾向にありました。しかしながら、欧州の財政不安や米国

経済の低迷等により歴史的な円高水準が続き、投資マインドにも影響を及ぼし先行き不透明な状況で推

移いたしました。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、「経営基盤の強化と企業価値の向上」を経営基

本方針に掲げ、既存事業領域である石油化学、鉄鋼、電力業界等においては、安定運転維持に必要な計測制

御機器・メンテナンス機器の拡販や、先端技術開発部門への研究開発関連機器の提案等を実施し、密着営

業による深耕・拡大営業に注力するとともに、震災により被災した顧客に対し、設備の早期復旧に最大限

の協力を行ってまいりました。

また、将来の成長分野と位置付ける自動車産業市場と中国市場においては、引き続き、情報の共有と活

用により顧客の開拓と深耕を促進し、収益基盤の構築に邁進してまいりました。

その結果、生産回復に伴う企業の設備投資の増加や、震災による被災設備の復旧需要等により、当第２

四半期連結累計期間の売上高は124億13百万円（前年同四半期比9.5％増）となりました。

利益面では、付加価値営業推進の成果もあり利益率が向上し、売上総利益19億92百万円（前年同四半期

比14.0％増）、営業利益２億９百万円（前年同四半期比276.7％増）、経常利益２億11百万円（前年同四

半期比275.6％増）となり、四半期純利益は子会社において還付税金が発生したことにより、１億24百万

円（前年同四半期は四半期純損失23百万円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ13億43百万円減少し158億

58百万円となりました。これは前連結会計年度末に比べ現金及び預金が５億98百万円、受取手形及び売

掛金が８億１百万円それぞれ減少したことが主な要因であります。

 一方負債の部では、前連結会計年度末に比べ14億38百万円減少し94億53百万円となりました。これ

は前連結会計年度末に比べ支払手形及び買掛金が12億47百万円、未払法人税等が１億79百万円それぞ

れ減少したこと等によるものであります。

純資産は剰余金の配当による減少が31百万円あること、四半期純利益が１億24百万円であること等

により前連結会計年度末に比べ95百万円増加し64億５百万円となりました。その結果、自己資本比率は

40.4%となりました。

　
(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金および現金同等物（以下「資金」という）は20億11百万円

となり、前連結会計年度末に比べ５億98百万円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況は次の

とおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は、５億99百万円となりました。（前

年同四半期連結累計期間は８億80百万円の減少）これは、売上債権が減少したものの、仕入債務の支払

いによる減少がそれを上回ったことが主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、17百万円となりました。（前年同

四半期連結累計期間は７百万円の減少）これは、有形固定資産および無形固定資産の取得による支出

が主な要因であります。

これにより、営業活動によるキャッシュ・フローと、投資活動によるキャッシュ・フローをあわせた

フリー・キャッシュ・フローは、６億17百万円のマイナスとなりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、18百万円となりました。（前年同

四半期連結累計期間は31百万円の減少）これは、配当の支払いによる支出があったものの、長期借入に

よる収入が、長期借入金の返済による支出を上回ったことが主な要因であります。　

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの売上比率が高い工業用計測制御機器や産業機械の需要は、設備投資動向や生産動向

の影響を強く受けるため、国内外の経済環境の悪化により設備投資の動向に陰りが生じた場合、当社グ

ループの業績に多大な影響を与える可能性があります。また、商社である当社の性格上、特に産業機械

等の大口案件については、売上高は大きいものの、売上総利益率は低くなる傾向があり、営業利益等に

重要な影響を与える可能性があります。

これらを回避すべく、当社は全国35拠点のセールスネットワークと幅広い業界にわたる優良な顧客

層を活かして、業界に偏りのない販売活動を展開することで、特定の業界での設備投資動向による業績

への影響を最小限にとどめるよう努めるほか、現場戦力の強化・育成に注力するとともに、既存事業領

域における顧客密着営業強化と、投資分野の売上向上による収益の改善等の営業施策を実施すること

で、経営計画の実現に邁進してまいります。

　
(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

足元の事業環境につきましては、欧州の財政不安や米国経済の低迷等により歴史的な円高水準が続

いており、当社グループ事業領域における国内設備投資については先行き不透明な状況にあり、当面の

経営環境は引き続き厳しいものになると考えております。また、プラントや工場内で使用される工業用

計測制御機器の国内市場は成熟化が進み、持続的な市場の成長はあまり期待できず、更に、大きな流れ

としては、国際分業によりプラントや工場建設は今後も国内から海外へ移行が進むと考えております。

このような状況のもと、当社グループは、既存事業領域においては、設備の安定運転維持に必要な設

備更新需要の掘り起こしのほか、環境保全・CO2削減のための省エネ機器の拡販や事故発生の防止策と

しての保安・メンテナンス分野に注力し、多様化した顧客ニーズに対応する為、新商材を発掘しソ

リューション営業を着実に推進すると同時に、エンジニアリング機能の強化により付加価値の高いベ

ストな提案を実施してまいります。また、成長戦略のための先行投資分野としては、自動車産業市場や

先端技術開発部門への積極的な拡販を推進するとともに、海外への事業展開として、国内企業の工場移

転先となっている中国において、子会社として設立した英和双合儀器商貿（上海）有限公司が、当社の

ビジネスモデルである顧客密着型営業による事業を展開してまいります。

当社グループにおいては、人材が最大の経営資源であり、変化し続ける顧客ニーズに適確に対応でき

る人材育成に今後も注力するとともに、QMS（品質マネジメント）、EMS（環境マネジメント）、RMS（リ

スクマネジメント）、内部統制報告制度の適確な運用を実施してまいります。また、業務の効率化や人

員配置の最適化等の改革を推進することで、経常的に発生する費用を節減し、現状の経営環境において

も利益が確保できるよう構造転換を行ってまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,710,800

計 20,710,800

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,470,000 6,470,000
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
100株であります。

計 6,470,000 6,470,000― ―

(注) １　平成23年７月22日開催の取締役会決議により、平成23年９月１日付で単元株式数を500株から100株に変更して

おります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

   該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

   該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ─ 6,470,000 ─ 1,533,400 ─ 1,565,390

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

阿　部　健　治 大阪府堺市堺区 412 6.38

阿　部　和　男 大阪市住吉区 256 3.96

東京計器株式会社 東京都大田区南蒲田２丁目１６－４６ 246 3.81

長野計器株式会社 東京都大田区東馬込１丁目３０－４ 206 3.19

二　反　田　静　太　郎 兵庫県西宮市 190 2.94

阿　部　英　男 横浜市中区 175 2.71

株式会社百十四銀行 高松市亀井町５－１ 165 2.55

英和社員持株会 大阪市西区北堀江４丁目１－７ 146 2.26

松　村　展　行 東京都世田谷区 100 1.55

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１丁目６－６
日本生命証券管理部内

100 1.55

計 ― 2,001 30.93

(注) １　所有株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。

２　上記のほか、自己株式が135千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合2.09％）あります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式   135,600

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,327,100 63,271 ―

単元未満株式 普通株式  7,300 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 6,470,000― ―

総株主の議決権 ― 63,271 ―

(注) １「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式９株が含まれております。

　　 ２　平成23年７月22日開催の取締役会決議により、平成23年９月１日付で単元株式数を500株から100株に変更してお

ります。

　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
英和株式会社

大阪市西区北堀江四丁目
１番７号

135,600― 135,600 2.09

計 ― 135,600― 135,600 2.09

　

２ 【役員の状況】

   該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成23年７月１

日から平成23年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,609,606 2,011,017

受取手形及び売掛金 11,205,242 10,403,791

たな卸資産 ※１
 386,273

※１
 437,875

その他 244,504 237,722

貸倒引当金 △13,335 △12,430

流動資産合計 14,432,291 13,077,975

固定資産

有形固定資産 1,497,265 1,483,252

無形固定資産 110,725 104,158

投資その他の資産

その他 1,244,558 1,276,137

貸倒引当金 △82,558 △82,726

投資その他の資産合計 1,161,999 1,193,411

固定資産合計 2,769,991 2,780,821

資産合計 17,202,282 15,858,797

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,124,783 7,877,099

短期借入金 79,934 77,594

1年内返済予定の長期借入金 500,000 180,000

未払法人税等 273,540 93,953

賞与引当金 251,220 230,610

役員賞与引当金 11,000 6,000

その他 240,629 210,918

流動負債合計 10,481,107 8,676,175

固定負債

長期借入金 100,000 470,000

退職給付引当金 165,495 194,145

引当金 144,691 112,319

その他 680 680

固定負債合計 410,866 777,144

負債合計 10,891,973 9,453,320
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,533,400 1,533,400

資本剰余金 1,567,550 1,567,550

利益剰余金 3,246,668 3,339,881

自己株式 △48,432 △48,578

株主資本合計 6,299,186 6,392,252

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,598 22,195

為替換算調整勘定 △11,475 △8,972

その他の包括利益累計額合計 11,122 13,223

純資産合計 6,310,309 6,405,476

負債純資産合計 17,202,282 15,858,797
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 11,333,097 12,413,463

売上原価 9,585,353 10,420,597

売上総利益 1,747,743 1,992,865

販売費及び一般管理費 ※１
 1,692,003

※１
 1,782,890

営業利益 55,740 209,975

営業外収益

受取利息 1,423 1,987

受取配当金 3,014 3,230

仕入割引 6,412 8,465

為替差益 － 133

その他 6,329 6,513

営業外収益合計 17,181 20,331

営業外費用

支払利息 6,030 6,876

支払保証料 6,693 7,387

為替差損 8 －

その他 3,901 4,641

営業外費用合計 16,635 18,905

経常利益 56,286 211,400

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,406 －

特別利益合計 3,406 －

特別損失

有形固定資産除却損 1,078 1,305

ソフトウエア除却損 10,451 －

投資有価証券評価損 3,950 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,808 －

事業構造改善費用 19,320 －

その他 － 26

特別損失合計 41,609 1,331

税金等調整前四半期純利益 18,083 210,069

法人税、住民税及び事業税 30,491 86,893

法人税等還付税額 － △15,645

法人税等調整額 11,529 13,933

法人税等合計 42,020 85,181

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△23,937 124,887

四半期純利益又は四半期純損失（△） △23,937 124,887
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△23,937 124,887

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △32,539 △402

為替換算調整勘定 △791 2,503

その他の包括利益合計 △33,330 2,100

四半期包括利益 △57,268 126,988

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △57,268 126,988

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 18,083 210,069

減価償却費 37,728 38,136

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,808 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,674 △736

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,448 28,649

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,623 △32,371

受取利息及び受取配当金 △4,438 △5,218

支払利息 6,030 6,876

為替差損益（△は益） △3,319 △2,340

有形固定資産除却損 1,078 1,305

無形固定資産除却損 10,451 －

投資有価証券評価損益（△は益） 3,950 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,052,778 801,967

たな卸資産の増減額（△は増加） △23,611 △51,469

その他の流動資産の増減額（△は増加） 9,474 △18,389

仕入債務の増減額（△は減少） △2,033,215 △1,248,394

その他の流動負債の増減額（△は減少） △9,898 △60,506

その他 △8,210 △17,160

小計 △910,911 △349,582

利息及び配当金の受取額 4,465 5,068

利息の支払額 △6,079 △6,730

法人税等の支払額 △23,288 △266,179

法人税等の還付額 55,733 17,536

営業活動によるキャッシュ・フロー △880,080 △599,888

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,953 △9,560

無形固定資産の取得による支出 △4,160 △7,354

投資有価証券の取得による支出 － △359

その他 △900 △480

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,013 △17,753

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000 550,000

長期借入金の返済による支出 △100,000 △500,000

自己株式の取得による支出 △191 △145

配当金の支払額 △31,644 △31,800

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,836 18,053

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,022 1,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △921,951 △598,589

現金及び現金同等物の期首残高 2,930,840 2,609,606

現金及び現金同等物の四半期末残高 *1
 2,008,888

*1
 2,011,017
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　     

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日  至　平成23年９月30日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ たな卸資産の内訳
　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

商品及び製品 347,150千円 379,447千円

仕掛品 6,568〃 21,494〃

原材料 32,554〃 36,932〃

　
　

(四半期連結損益計算書関係)

　　　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

役員報酬及び給料手当 749,843千円 748,296千円

賞与引当金繰入額 156,549〃 225,979〃

役員賞与引当金繰入額 500〃 6,000〃

賃借料 188,425〃 186,097〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 2,008,888千円 2,011,017千円

現金及び現金同等物 2,008,888千円 2,011,017千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 31,688 5.00平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月９日
取締役会

普通株式 31,684 5.00平成22年９月30日 平成22年12月６日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 31,674 5.00平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月９日
取締役会

普通株式 31,671 5.00平成23年９月30日 平成23年12月５日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

当社グループは、工業用計測制御機器、環境計測・分析機器、測定・検査機器、産業機械等をユーザーへ販売

（一部製造販売）することを事業としております。取扱商品の内容、販売市場、販売方法、サービスの提供方法

が類似している事等から判断して、当社グループの事業区分としては単一セグメントであるため、記載を省略

しております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

当社グループは、工業用計測制御機器、環境計測・分析機器、測定・検査機器、産業機械等をユーザーへ販売

（一部製造販売）することを事業としております。取扱商品の内容、販売市場、販売方法、サービスの提供方法

が類似している事等から判断して、当社グループの事業区分としては単一セグメントであるため、記載を省略

しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
　　(自　平成23年４月１日
 　　至　平成23年９月30日)

1株当たり四半期純利益金額又は四半期
純損失金額（△）

△3.78円 19.71円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）（千円）

△23,937 124,887

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四
半期純損失金額（△）（千円）

△23,937 124,887

普通株式の期中平均株式数(株) 6,337,103 6,334,786

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第65期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当について、平成23年11月９日開催の取

締役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

①中間配当の総額　　　　　　　　　　　　　31,671千円

②１株当たりの中間配当額　　　　　　　　　　５円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成23年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成23年11月７日

英和株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　
公認会計士　　仲 尾 彰 記　　印

　
指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　
公認会計士　　矢 倉 幸 裕　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている英和
株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成23
年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30
日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包
括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、英和株式会社及び連結子会社の平成23年９月
30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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